
数字で見る被災地
①がれき処分量（処理率）
②県外避難者数（5月 10日との比較）

国
会
事
故
調
が
報
告
書

福
島 

原
発
事
故
は
﹁
人
災
﹂

グ
ロ
ー
ビ
ス
仙
台
校
に
新
キ
ャ
ン
パ
ス

東
北
復
興
の
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

な
ど
し
た
。

　

２
回
目
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
も
７
月
７
日
に

実
施
。
実
際
に
沿
岸
部

に
植
え
ら
れ
る
苗
木
を

参
加
者
全
員
で
作
っ

た
。
住
民
ら
は
残
り
３

回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
通
じ
て
防
潮
林
を
含

む
近
隣
エ
リ
ア
の
復
興

案
を
作
成
し
、
９
月
に

町
に
提
出
す
る
予
定
。

︻
４
・
５
面
特
集
へ
︼

岩手県
①６７．６万トン
	 （１２．９％）

②１５５９人
	 （－２４人）

宮城県
①	 ２９０万トン
	 （２５．１％）
②８４０３人
	 （－２８人）
福島県
①	２４．７万トン
	 （１２．３％）
②	６１８１５人
	 （－２２３人）

※①６月３０日現在、環境省　②７月５日
現在、復興庁

　

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
調
査
委
員
会
（
黒
川
清
委
員
長
）
は
、
７
月
５
日
、
福

島
原
発
事
故
を
「
人
災
」
と
す
る
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
報
告
書
で
は
、
東
京
電
力
お
よ
び
関
連

政
府
機
関
が
、
原
発
の
地
震
や
津
波
に
対
す
る
脆
弱
性
を
認
識
し
な
が
ら
対
応
を
先
送
り
に
し
た

こ
と
を
事
故
の
根
源
的
原
因
と
断
定
。
被
害
拡
大
の
要
因
を
分
析
し
た
う
え
で
、
調
査
の
継
続
を

含
む
７
項
目
の
提
言
の
実
現
を
求
め
た
。

  

対
策
を「
意
図
的
に
先
送
り
」

　

報
告
書
は
、
東
京
電
力
（
以

下
、
東
電
）、
内
閣
府
原
子
力

安
全
委
員
会
、
経
済
産
業
省

原
子
力
安
全
・
保
安
院
（
以

下
、
保
安
院
）、
経
済
産
業
省

が
、
震
災
前
に
当
然
実
施
す
べ

き
で
あ
っ
た
こ
と
を
行
っ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
、
事
故
の
根

源
的
原
因
で
あ
る
と
断
定
。
東

電
と
保
安
院
が
２
０
０
６
年
時

点
で
、
第
一
原
発
の
敷
居
高
さ

を
越
え
る
津
波
が
到
来
し
た
場

合
に
全
電
源
喪
失
に
到
る
こ
と

な
ど
の
認
識
を
共
有
し
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
電
が
対

策
を
怠
り
、
ま
た
保
安
院
も
そ

れ
を
黙
認
し
て
い
た
例
な
ど
を

挙
げ
、「
何
度
も
対
策
を
打
つ

機
会
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
歴
代
の
規
制
当
局
お
よ
び

東
電
経
営
陣
が
意
図
的
な
先
送

り
を
行
っ
た
」
と
し
た
。
さ
ら

に
、
官
邸
が
東
電
の
本
店
お
よ

び
現
場
に
直
接
的
な
指
示
を
出

し
た
こ
と
に
よ
る
指
揮
系
統
の

混
乱
が
被
害
拡
大
を
招
い
た
と

し
て
、官
邸
の
責
任
に
も
言
及
。

危
機
管
理
体
制
の
整
備
を
求
め

た
。

  

提
言
実
現
で
信
用
の
回
復
を

　

問
題
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、

調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
７
項
目

の
提
言
が
示
さ
れ
た
。
危
機
管

理
体
制
や
法
体
系
の
見
直
し
に

加
え
て
、
規
制
当
局
の
意
思
決

定
に
干
渉
し
て
き
た
電
気
事
業

者
の
監
視
等
を
求
め
た
。
そ
の

う
え
で
、「
自
ら
の
行
動
を
正

当
化
し
、
責
任
回
避
を
最
優
先

に
記
録
を
残
さ
な
い
不
透
明
な

組
織
、
制
度
、
さ
ら
に
は
そ
れ

ら
を
許
容
す
る
法
的
な
枠
組

み
」
が
事
故
原
因
の
背
後
に
あ

る
と
指
摘
。
個
人
の
責
任
を
追

及
す
る
の
で
は
な
く
、
組
織
全

体
と
し
て
構
造
を
改
め
な
け
れ

ば
本
質
的
な
問
題
解
決
に
つ
な

が
ら
な
い
と
論
じ
た
。

　

黒
川
委
員
長
は
、
記
者
会
見

　

宮
城
県
亘
理
（
わ
た
り
）
町

の
防
潮
林
再
生
を
目
指
す
「
わ

た
り
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
が
本
格
始
動
し
て
い

る
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
苗
木

を
作
っ
て
防
潮
林
を
再
生
さ
せ

る
活
動
の
ほ
か
、
沿
岸
部
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
策
定
も
担

う
。
そ
の
一
環
で
あ
る
地
元
住

民
ら
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
６

月
23
日
、
同
町
で
始
ま
っ
た
。

　

グ
ロ
ー
ビ
ス
経
営
大
学
院
仙

台
校
は
７
月
11
日
、
新
た
に
仙

台
駅
前
に
常
設
キ
ャ
ン
パ
ス
を

開
設
し
た
。
同
校
は
、
震
災
を

受
け
た
東
北
の
経
済
復
興
を
加

速
さ
せ
る
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
今
年

４
月
に
開
校
し
た
、
東
北
で
初

と
な
る
Ｍ
Ｂ
Ａ（
経
営
学
修
士
）

取
得
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
。
こ
れ
ま
で
貸
会
議
室
を
利

亘理町、防潮林
再生へ本格始動

　
「
み
ん
な
で
こ
せ
っ
ぺ
！
お

ら
ほ
の
森
」（
み
ん
な
で
つ
く

ろ
う
！
私
た
ち
の
森
）
と
題
さ

れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
全
５

回
で
構
成
さ
れ
、
23
日
に
開
催

さ
れ
た
第
１
回
目
に
は
地
元
住

民
ら
約
40
名
が
参
加
し
た
。「
観

察
す
る
」
と
い
う
第
１
回
目
の

テ
ー
マ
に
則
り
、
住
民
ら
は
津

波
被
害
に
あ
っ
た
防
潮
林
近
隣

の
樹
木
や
地
形
等
を
観
察
す
る

住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
復
興
案
を
策
定

用
し
て
運
営
し

て
き
た
が
、
こ

の
度
の
常
設
キ

で
「
提
言
の
実
現
は
、
日
本
が

失
っ
た
世
界
か
ら
の
信
用
、
ま

た
、
国
家
が
失
っ
た
国
民
か
ら

の
信
用
を
回
復
す
る
た
め
の
必

要
条
件
だ
と
確
信
し
て
い
る
」

と
述
べ
、実
現
を
強
く
求
め
た
。

ャ
ン
パ
ス
開
設
を
機
に
本
格
的

に
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
。

　

す
で
に
１
０
０
名
を
超
え
る

生
徒
が
受
講
し
て
お
り
、
宮
城

県
を
中
心
に
東
北
各
県
か
ら
震

災
復
興
に
携
わ
る
企
業
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
リ
ー
ダ
ー
も
数
多
く
在
籍

し
て
い
る
と
言
う
。
東
北
の
本

格
復
興
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
の

重
要
性
が
語
ら
れ
る
こ
と
も
多

く
な
っ
て
き
た
昨
今
、
同
校
か

ら
復
興
の
担
い
手
と
な
る
ビ
ジ

ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
が
数
多
く
輩
出

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。同日の新キャンパス開校祈念セミナーの様子

提言１

提言2

提言6

提言3

提言5

提言7

提言4

規制当局に対する国会の監視
国民の健康と安全を守るため、
規制当局を監視する目的で、国会に原子力に係る問題に関する常設の委員会等を設置する。

政府の危機管理体制の見直し
緊急時の政府、自治体、および事業者の役割と責任を明らかにすることを含め、
政府の危機管理体制に関係する制度についての抜本的な見直しを行う。

被災住民に対する政府の対応
被災地の環境を長期的・継続的にモニターしながら、
政府の責任において健康診断、放射性物質のモニタリング、除染スケジュールの提示等の対応を行う。

電気事業者の監視
東電は、電気事業者として経産省との密接な関係を基に、
規制当局の意思決定過程に干渉してきた。
国会は、事業者が規制当局に不当な圧力をかけることのないように厳しく監視する。

新しい規制組織の要件
常に安全の向上に向けて自ら変革を続けていく組織になるよう規制組織の抜本的な転換を図る。
新たな規制組織は高い独立性、透明性等を持つべき。

原子力法規制の見直し
原子力法規制については、国民の健康と安全を第一とする一元的な法体系とする等、抜本的に見直す。

独立調査委員会の活用
未解明部分の事故原因の究明、事故の収束に向けたプロセス、被害の拡大防止、廃炉の道筋や、
使用済み核燃料問題等を調査審議するために、国会に、原子力事業者及び行政機関から独立した、
民間中心の専門家からなる第三者機関として（原子力臨時調査委員会〈仮称〉）を設置する。

１2
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今
ま
で
か
な
り
広
範
囲
に
活
動

さ
れ
て
き
ま
し
た

　

現
地
で
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
や
る
だ
け
で
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
全
国
に

協
力
を
呼
び
か
け
、
集
ま
っ
た

人
と
一
緒
に
昨
年
３
月
28
日
、

「
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ま

ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
で
は
、
が

れ
き
の
撤
去
や
家
屋
の
片

付
け
に
始
ま
り
、
仕
事
づ

く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支

援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
杓
子

定
規
な
ル
ー
ル
な
ど
で
思
う
よ

う
に
動
け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
本
当
に
必
要
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
や
れ
る
人
が
や

ら
な
い
と
、
効
率
的
な
公
平
が

保
て
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
ご
こ
ろ
の
郷
の
運
営
も
さ
れ
て

い
ま
す
ね
？

　

こ
れ
は
、
昨
年
４
月
初
め
に
思

い
つ
い
た
ア
イ
デ
ィ
ア
で
し
た
。
仮

住
ま
い
で
あ
る
避
難
所
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
作
る
よ
り
、
皆
が
集
っ
て
町

を
つ
く
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と

思
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
元
に
戻
す
の

で
は
な
く
、
よ
り
良
い
町
を
新
た
に

つ
く
る
と
い
う
発
想
も
あ
り
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
地
元
の
方
が
自
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
れ
る
よ
う
な
環
境

が
必
要
だ
と
考
え
た
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
に
は
、
自
分
た

ち
が
い
な
く
な
る
た
め
に
行
う
一

面
と
、
開
拓
者
精
神
で
一
緒
に
取

り
組
む
一
面
が
あ
り
ま
す
。
運
営

も
二
面
的
で
、
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト

の
ス
タ
ッ
フ
を
最
小
限
と
し
て
地

元
の
方
中
心
に
運
営
し
て
頂
く
方

法
と
、
協
働
で
取
り
組
む
方
法
が

あ
り
ま
す
。
新
し
い
社
会
が
開
拓

者
精
神
と
協
働
に
よ
っ
て
つ
く
ら

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
社
会
と
い
う
と
？

　

地
域
に
混
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
的
な
要
素
の
な
か
で
も
「
小

目
的
を
共
有
し
、

垣
根
を
越
え
て
手
を
つ
な
ご
う

県
外
避
難
者
支
援
を
強
化

　

宮
城
県
は
、
７
月
11
日
よ
り

復
興
情
報
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

に
よ
る
配
信
を
開
始
し
た
。
今

年
６
月
よ
り
発
行
を
開
始
し
て

い
る
、
被
災
者
支
援
情
報
や
復

興
関
連
情
報
を
ま
と
め
た
『
み

や
ぎ
復
興
プ
レ
ス
』
の
内
容
を

元
に
テ
キ
ス
ト
形
式
で
配
信
す

る
も
の
で
、
ま
ぐ
ま
ぐ
社
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
。

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
狙
い
の
１

つ
は
、
県
外
避
難
者
へ
の
情
報
提

供
。『
み
や
ぎ
復
興
プ
レ
ス
』
は

行
政
施
設
や
東
北
６
県
内
の
郵

便
局
90
局
に
設
置
す
る
ほ
か
県

庁
Ｈ
Ｐ
で
閲
覧
が
で
き
た
が
、

東
北
外
へ
の
避
難
者
も
含
め
て

情
報
発
信
を
強
化
す
る
。

　
「
各
市
町
が
復
興
業
務
に
多

忙
を
極
め
る
中
、
一
番
手
薄
に

な
っ
て
い
る
の
が
県
外
避
難
者
へ

の
支
援
。
県
と
し
て
し
っ
か
り

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
き
た
い
」
宮
城

県
震
災
復
興
推
進
課
の
担
当
者

は
語
る
。
避
難
者
自
ら
が
自
主

的
に
避
難
先
を
登
録
す
る
総
務

省
の
「
全
国
避
難
者
情
報
シ
ス

テ
ム
」
に
よ
る
と
、
６
月
時
点

で
宮
城
県
か
ら
同
県
外
へ
の
避

難
者
数
は
約
９
０
０
０
人
に
上

る
。
復
興
事
業
や
住
環
境
整
備

の
進
捗
を
伝
え
る
こ
と
で
、
避

難
者
の
県
内
へ
の
帰
還
を
促
す

狙
い
だ
。

　

県
は
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
配
信

と
並
行
し
て
、
避
難
先
と
な
る

各
都
道
府
県
を
通
じ
た
配
布
も

調
整
し
て
お
り
、
今
後
も
積
極

的
な
情
報
発
信
を
続
け
る
。

宮
城
県 

メ
ル
マ
ガ
で

復
興
情
報
配
信

政策
復興交付金、第３次申請
被災３県と青森県の１町をあわ
せた４７市町村は３回目となる復
興交付金の事業計画を国へ申請
した。配分額は８月に決定予定。

福島県、中小企業に６７億円
福島県議会は４日、最終本会議
で補正予算などを可決し、その
中で中小企業の経費補助を目的
とする事業に約６７億円を充てる
ことを決めた。

国が全額負担、庁舎の再建
総務省は、自治体が個別に被災
した庁舎を再建する場合でも復
興特別交付税を用いて費用を国
が全額負担することを決定した。

復興費、１兆円が未使用に
１１年度に政府が計上した復興費
の４割が年度内に未使用だった
と判明。そのうち１兆１０３４億
円は国庫に返すことが検討され
ている。

産業復興
大船渡漁協、防波堤工事を許諾
大船渡漁協は、行政の湾口防波
堤の復旧工事について臨時総会
を開き、今回の臨時総会で漁業
権区域の使用を承諾した。

会津若松で木質バイオマス発電
グリーン発電会津が福島県会津
若松河東工業団地に建設してい
た間伐材などを使う木質バイオ
マス発電所を完成させ、１０日か
ら売電を開始する。

生活・まちづくり
石巻市、公営住宅２４０戸整備
宮城県石巻市は３カ所で計２４０
戸の災害公営住宅の整備に着手
する方針を示した。１４年６月以
降に順次完成する見込み。

花露辺地区、集団移転計画認定
国は、岩手県釜石市花露辺地区
の集団移転計画に対して同意し
た。釜石市は１３年１２月までに
災害公営住宅の整備を完了させ
ることを目指す。

亘理・南三陸町で集団移転
宮城県亘理・南三陸町の復興整
備協会が３日に行われ、計９地
区への集団移転事業を含む復興
整備計画が認められた。

飯舘村、全世帯タブレット配布
福島県飯舘村は、村からの情報
受信や村民同士で通信可能なタ
ブレット型端末を全世帯に無料
で提供する方針を示した。７月
下旬に配布予定。

漁業
「タコかご漁」県外出荷へ
相馬双葉漁協は１３日から「タコ
かご漁」の試験操業を実施し、
８月９日まで９回の水揚げを行
い、県外へも出荷する方針をまと
めた。

原発・放射能
大熊町民、４割が「戻らない」
福島県大熊町は町民へのアン
ケート結果の中間報告で「町へ戻
らない」と４０．４％の人が回答
したことを発表した。

福島県、「復興再生方針」了承
福島県は政府が提示した「復興
再生基本方針」を大筋で了承し
た。県からの追加要望を踏まえ、
７月中旬には閣議決定する。

被ばく検査７２２５人影響なし
福島県は５月に行った内部被ばく
検査で県内１５市町村の７２２５
人が健康に影響する数値ではな
いとの結果を公表した。

６月２７日～７月６日

商
い
」
は
重
要
な
要
素
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
年
配
者
か
ら
若
者
が
学
び

皆
が
必
要
と
さ
れ
る
社
会
、
そ
し
て
、

小
さ
な
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
協
力
し
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
社

会
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
今
は
そ
れ
を

支
え
る
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。
現
状

を
理
解
し
て
し
っ
か
り
し
た
制
度
を

つ
く
る
た
め
に
検
証
が
必
要
で
す
。

被
災
者
、
被
災
地
の
問
題
と
し
て
で

は
な
く
日
本
の
問
題
と
し
て
皆
で
考

え
る
こ
と
が
、
非
常
に
重
要
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
大
切
な
こ
と
は
？

  た   だ    かずひこ

　

形
式
で
は
な
く
、
実
際
に
行
動
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
ま
ち

づ
く
り
会
社
に
つ
い
て
も
、
私
は
、
そ

の
よ
う
な
新
た
な
垣
根
を
つ
く
っ
て
も

意
味
が
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
行

動
は
形
式
的
な
も
の
が
な
く
て
も
で
き

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
何
事
も
自
ら
始
め
て
、

結
果
を
出
し
て
他
の
人
を
巻
き
込
む
、

と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
や
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
各
地
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
を

登
録
し
て
共
有
す
る
『
つ
な
が
れ
地

球
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』。
こ
れ
は
、「
手
を

つ
な
ぐ
っ
て
簡
単
な
こ
と
だ
よ
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
始
め
ま
し

た
。
手
は
横
で
は
な
く
、
共
通
の
目

的
に
対
し
て
つ
な
ぐ
こ
と
が
重
要
で

す
。
こ
れ
か
ら
、
皆
で
協
力
し
て
ま

ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

多田 一彦さん
特定非営利活動法人
遠野まごころネット
理事長
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●公益財団法人トヨタ財団
2012 年度国内助成プログラム
東日本大震災対応『特定課題』

【助成対象】「人がつながり、地域が動く
―共に拓く私たちの未来」をテーマとして、
地域の特性を踏まえつつ、人びとの主体性
とつながりを育み、地域の課題の解決に取
り組むプロジェクト（日本国内）。『活動助成』
と、地域を超えて課題解決に取り組む活動を支援する『地域間
連携助成』を設定。

【対象地域】東日本大震災の被災地域（青森、岩手、宮城、福島、
茨城、栃木、千葉など）ならびに、上記に居住地のある人々 が、
現在避難している地域

【助成金額】活動助成：上限３００万円／件、地域間連携助成：
上限１千万円／件

【助成期間】２０１３年１月１日～２０１３年１２月末日までの間
【応募方法】ホームページ上の応募フォームで
【募集期間】８月１日～９月１２日
【ＨＰ】http://www.toyotafound.or.jp/program/community.html

●第 10 回ジャパン・プラットフォーム
「共に生きる」ファンド
【対象団体】次の条件を満たす、法人格を持つ非営利団体であ

ること（任意のボランティアグループや団体等は含まない）。
・独立した理事会及び事務局が存在していること。
・活動報告に必要な経理を実施できる団体であること。

【対象事業】被災者や被災地域の緊急から復興までの支援活
動全般（行政との連携を含む）。被災地における活動だけでなく、
全国にある被災者の避難先、原子力発電所事故に伴う住民の
避難先における活動も対象とする。

【助成期間】２０１２年１０月～２０１３年９月の１年間（毎年の応
募と選考により継続助成も行う予定）

【助成総額】１０億円、各申請に対する助成金額については応
募要項参照

【応募方法】申請書をホームページからダウンロード、必要事
項を記入の上、郵送

【募集期間】８月３日～８月９日
【 Ｈ Ｐ 】http://www.japanplatform.org/area_works/tohoku_rt/

ngo.html
【問い合わせ】特定非営利活動法人 ジャパン・プラットフォーム 

事務局事業部（震災担当）℡：03（5223）8858

 

あ
る
べ
き
社
会
の
再
確
認
を

　

都
市
計
画
の
専
門
家
が
組
織

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
都
市
計
画
家
協

会
が
６
月
16
日
、
被
災
地
の
復

興
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
提
言
を

公
表
し
た
。
同
協
会
は
昨
年
す

で
に
復
興
に
関
す
る
２
つ
の
提

言
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
が
第

３
弾
。
ま
た
、
機
関
誌
『
プ
ラ

ン
ナ
ー
ズ
』
も
、
東
日
本
大
震
災

復
興
特
集
号
と
し
て
同
日
発
行
さ

れ
た
。
同
協
会
は
震
災
以
来
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
区
・
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
に
専
門
家
と
し
て
参
画

し
て
き
た
。
今
回
の
特
集
は
、
都

市
計
画
家
協
会
の
取
り
組
み
の

現
場
か
ら
の
報
告
と
、
そ
の
知
見

を
踏
ま
え
た
今
後
の
復
興
計
画

策
定
に
向
け
た
提
言
を
ま
と
め

た
も
の
。

　

こ
の
な
か
で
東
京
大
学
生
産

技
術
研
究
所
の
加
藤
孝
明
准
教

授
は
、
災
害
か
ら
２
年
目
を
迎

え
た
今
を
「
落
ち
着
い
て
考
え

る
最
後
の
機
会
」
と
位
置
づ
け
、

個
別
の
事
業
の
成
功
に
こ
だ

わ
っ
て
復
興
の
本
質
を
見
失
わ

な
い
よ
う
、
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
計
画
の
全
体
像
を
改
め

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ

た
。
こ
れ
は
、
事
業
に
落
と
し

こ
ま
れ
た
ミ
ク
ロ
な
復
興
計
画

が
目
的
化
し
、
本
質
的
な
復
興

が
全
体
と
し
て
行
わ
れ
な
い
こ

と
に
対
す
る
危
機
感
を
表
明
す

る
も
の
。
解
決
す
る
た
め
に
は

復
興
事
業
を
推
進
す
る
人
と
、

人
間
関
係
が
最
重
要
と
し
て
、

推
進
力
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
の
も

と
で
５
～
10
年
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
で
作

成
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

「
俯
瞰
し
つ
つ
寄
り
添
う
」 

専
門
家
の
支
援

　
『
プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
』
の
編
集

長
で
、
同
協
会
副
会
長
の
渡
会

清
治
氏
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
、
専
門
家
は
「
住
民
と
違
う

都
市
計
画
家
協
会
が
復
興
計
画
に
提
言

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
事
業
創
造
？

観
光
・
学
び
・
ビ
ジ
ネ
ス
、

現
地
ツ
ア
ー
の
あ
り
方
に
変
化

経
験
を
持
っ
て
住
民
と
一
緒
に
考

え
る
」
こ
と
が
重
要
と
述
べ
る
。

例
え
ば
、
技
術
的
な
課
題
の
検
討

や
、
専
門
家
同
士
の
横
の
つ
な
が

り
を
活
か
し
た
情
報
共
有
等
を
行

う
こ
と
で
、
住
民
の
動
き
を
後
押

し
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
渡
会
氏
は
、

都
市
計
画
家
協
会
の
基
本
ス
タ
ン

ス
を
「
俯
瞰
し
つ
つ
寄
り
添
う
」

こ
と
と
説
明
す
る
。
情
報
基
盤
の

整
備
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、

ま
ち
づ
く
り
地
区
へ
の
プ
ラ
ン

ナ
ー
派
遣
等
を
具
体
的
な
施
策
と

し
て
挙
げ
、
今
後
も
継
続
し
て
積

極
的
な
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
を

強
調
し
た
。

　

被
災
地
の
ま
ち
づ
く
り
成
功
体

験
の
蓄
積
は
、
今
後
の
日
本
社
会

の
都
市
・
地
域
の
あ
り
方
の
先
行

モ
デ
ル
と
な
る
。
都
市
計
画
家
協

会
が
ま
ち
づ
く
り
の
知
と
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
で
、
地
域
復
興
が

効
率
よ
く
水
平
展
開
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

　

も
は
や
「
東
北
へ
行
く
」
＝

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
＝
「
肉
体

労
働
」
で
は
な
い
。
県
外
か
ら

被
災
地
へ
赴
く
目
的
も
形
も
、

変
化
を
見
せ
て
い
る
。

　

１
つ
は
観
光
。
不
謹
慎
か
と

躊
躇
す
る
時
期
は
終
わ
り
、
行

く
こ
と
・
楽
し
む
こ
と
が
支
援

に
な
る
と
の
認
識
が
広
が
っ
た
。

先
月
30
日
に
閉
幕
し
た
岩
手
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
、
３
ヵ
月
間
で
ほ
ぼ
震
災

前
水
準
の
集
客
を
取
り
戻
し
、

沿
岸
部
へ
の
復
興
応
援
バ
ス
ツ

ア
ー
は
目
標
を
大
幅
に
上
回
る

な
ど
の
成
果
を
あ
げ
た
。
岩
手

県
に
限
ら
ず
、
沿
岸
部
を
訪
れ
、

語
り
部
の
話
を
聞
き
、
三
陸
の

幸
を
堪
能
す
る
よ
う
な
、
観
光

と
学
び
を
織
り
交
ぜ
た
形
の
ス

タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
も
人
気
だ
。

　

も
う
１
つ
見
ら
れ
る
流
れ
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
プ
ロ
ボ
ノ
に

よ
る
事
業
支
援
だ
。「
今
一
番

必
要
な
こ
と
に
役
立
ち
た
い
」

「
自
分
の
持
つ
ス
キ
ル
を
生
か
し

た
い
」
と
い
う
思
い
が
ツ
ア
ー

な
ど
の
形
に
な
り
始
め
て
い
る
。

　

７
月
７
・
８
日
、「
被
災
地

の
未
来
を
創
る　

事
業
化
支
援

キ
ャ
ン
プ
」
が
行
わ
れ
た
。
企

画
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
マ
ッ
チ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
「skillstock

」、

協
力
は
仙
台
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
イ
ン
フ
ォ
」。
東
京
か

ら
参
加
し
た
10
名
は
、
宮
城
県

石
巻
市
・
仙
台
市
で
仮
設
住
宅

住
民
が
行
う
手
仕
事
な
ど
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
、
活
動
支
援

（
人
材
育
成
、
事
業
化
、
販
売

方
法
・
販
路
開
発
）
に
知
恵
を

絞
り
、
具
体
的
な
施
策
を
提
案

し
た
。
関
係
者
は
、
今
後
も
回

を
重
ね
、
実
質
的
な
効
果
を
上

げ
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

　

グ
ロ
ー
ビ
ス
経
営
大
学
院
教

員
の
山
中
礼
二
氏
が
発
起
人
と

な
り
、
主
に
同
校
の
受
講
生
・

卒
業
生
を
対
象
に
行
っ
て
い
る

の
が
「
南
三
陸
事
業
創
造
ブ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
（
仮
）」。
南
三
陸

町
の
複
数
地
区
を
視
察
し
、
現

地
に
求
め
ら
れ
る
事
業
創
出
を

模
索
す
る
。
現
地
の
復
興
に
本

質
的
に
貢
献
す
る
と
共
に
、
参

加
者
は
事
業
開
発
ス
キ
ル
を
磨

く
こ
と
が
で
き
る
。
４
月
に
行

わ
れ
た
第
１
回
の
キ
ャ
ン
プ
か

ら
は
、Facebook

の
フ
ァ
ン

ペ
ー
ジ
を
軸
に
町
の
フ
ァ
ン
を

増
や
し
、
さ
ら
に
地
域
の
特
産

品
の
物
販
に
つ
な
げ
る
事
業
が

す
で
に
動
き
出
し
て
い
る
。

　

震
災
か
ら
約
１
年
半
。
県

外
か
ら
の
人
の
流
れ
は
、
関
わ

り
方
の
選
択
肢
が
増
え
る
こ
と

で
今
後
さ
ら
に
加
速
し
そ
う
だ
。

「被災地の未来を創る 事業化支援キャンプ」
では、チームごとの討論が夜遅くまで続いた

都市計画家協会副会長の渡会清治氏（左）と
東京大学の加藤孝明准教授（右）
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わ
た
り
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、「
自
治
体
と
住
民

が
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
と

し
て
ス
ポ
ッ
ト
を
浴
び
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

他
の
活
動
同
様
、、
長
期
的
活

動
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た

ば
か
り
で
は
あ
る
。
し
か
し
見

習
う
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
多
い
。

　
そ
の
１
つ
が
、
自
治
体
と
の

役
割
分
担
に
あ
る
。
一
部
の
沿

岸
地
域
に
お
い
て
、
町
の
作
成

し
た
復
興
計
画
の
具
体
化
で
あ

る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
づ
く
り

は
、「
わ
た
り
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
委
員
会
」

が
担
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
官
の

計
画
を
民
が
実
行
す
る
と
い
う

役
割
分
担
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
仙
台
か
ら
車
で
１
時
間
弱
。

人
口
約
３
万
5
千
人
（
２
０
１

０
年
）
の
の
ど
か
な
町
は
仙
台

市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
成
長

し
、
震
災
前
ま
で
人
口
は
増
加

傾
向
に
あ
っ
た
。
は
ら
す
飯
や

笹
か
ま
と
な
ら
ん
で
名
を
馳
せ

た
亘
理
町
の
い
ち
ご
は
東
北
一

の
出
荷
高
を
誇
っ
た
が
、
震
災

に
よ
る
津
波
の
影
響
で
農
場
の

94
％
が
浸
水
、
再
建
の
目
途
が

立
た
な
い
農
家
も
多
い
と
い
う
。

　
こ
こ
亘
理
町
で
進
め
ら
れ
て

い
る
「
わ
た
り
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
住
民

や
地
元
の
事
業
者
、
ま
た
地
元

出
身
の
大
学
生
等
で
構
成
さ
れ

る
「
わ
た
り
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
運
営
委
員
会
」
が
主
催
す

る
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

主
に
２
つ
の
活
動
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

　
１
つ
は
、
津
波
で
な
ぎ
倒
さ

れ
た
町
南
部
の
防
潮
林
を
再
生

さ
せ
る
こ
と
。
伊
達
政
宗
の
時

代
に
作
ら
れ
て
以
降
、
津
波
、

高
潮
、
飛
砂
、
潮
風
等
か
ら
住

民
を
守
っ
て
き
た
防
潮
林
の
復

活
を
目
指
し
、
現
在
は
そ
の

ベ
ー
ス
と
な
る
苗
木
を
つ
く
っ
て

い
る
。
４
万
個
の
苗
ポ
ッ
ト
を

を
作
り
、
２
０
１
４
年
頃
か
ら

の
植
林
を
目
指
し
て
い
る
。

　
も
う
１
つ
は
、
主
に
沿
岸
部

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定

す
る
こ
と
で
、
こ
の
活
動
は
亘

理
町
震
災
復
興
計
画
事
業
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
対
象
エ

リ
ア
は
防
潮
林
や
そ
の
周
辺
に

あ
る
沿
岸
地
域
で
、「
み
ん
な

で
こ
せ
っ
ぺ
！
お
ら
ほ
の
森
」

（
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！
私
た
ち

の
森
）
と
題
し
た
全
５
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
策

定
さ
れ
る
。

　
た
だ
し
、
こ
こ
で
言
う

「
民
」
は
「
官
の
下
請
け
」
と

し
て
機
能
す
る
も
の
で
は
な
い
。

震
災
前
は
１
０
０
億
円
程
度

だ
っ
た
亘
理
町
の
年
間
予
算
規

模
は
復
興
の
た
め
に
６
０
７
億

円
に
ま
で
跳
ね
上
が
っ
て
い
る
も

の
の
、
役
場
職
員
は
1
割
程
度

し
か
増
え
て
い
な
い
。「
自
治
体

の
手
が
回
り
づ
ら
い
点
を
、
民

で
あ
る
私
た
ち
が
補
完
さ
せ
て

頂
い
て
い
る
」
と
事
務
局
長
の

松
島
宏
佑
さ
ん
は
解
説
す
る
。

活
動
内
容
も
、
自
治
体
と
対

若
者
が
中
心
と
な
り
、
震
災
直

後
か
ら
頻
繁
に
家
庭
を
訪
れ
て

い
る
。
時
に
は
ヘ
ド
ロ
撤
去
作

業
を
手
伝
い
な
が
ら
人
間
関
係

を
構
築
し
て
お
り
、
こ
れ
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
強
固
な
基
盤
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　
抱
え
て
い
る
課
題
が
無
い
わ
け

で
は
な
い
。
現
在
の
復
興
計
画

を
遂
行
す
る
に
は
、
一
部
の
土
地

を
町
民
か
ら
提
供
し
て
も
ら
わ

ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
交
渉
と
予

算
の
確
保
は
急
務
だ
。
さ
ら
に

防
潮
林
が
完
成
し
て
も
、
こ
れ

ま
で
管
理
を
担
っ
て
き
た
集
落
は

も
う
な
く
、
新
た
な
担
い
手
の

発
掘
が
必
要
に
な
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
起
人
で
地

元
の
住
民
お
よ
び
事
業
者
で
あ

る
加
藤
登
さ
ん
は
「
現
実
を
見

据
え
て
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
解
決

し
た
い
」
と
い
う
。「
復
興
」
と

い
う
枠
組
み
に
お
い
て
は
大
き

な
夢
を
語
り
た
く
な
る
が
、
あ

く
ま
で
「
現
実
」
に
即
し
た
行

動
が
必
要
だ
と
い
う
。

「
震
災
直
後
、
町
に
提
案
さ
れ
た

復
興
計
画
の
多
く
に
は
、
大
き

な
ビ
ジ
ョ
ン
が
描
か
れ
て
い
た
ら

し
い
。
で
も
私
た
ち
は
、
町
と
い

う
単
位
で
実
現
で
き
る 

”現
実

的
な
案
“を
考
え
続
け
た
。」

　
提
案
書
を
最
初
に
町
に
提
出

し
た
の
は
昨
年
だ
が
、
自
治
体

と
一
緒
に
動
け
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
今
年
の
４
月
く
ら
い
か
ら
。

ま
さ
に
「
我
慢
比
べ
」
と
言
え

る
が
、
現
実
を
見
据
え
「
地
に

足
の
つ
い
た
夢
」
を
描
き
続
け

る
姿
勢
こ
そ
が
、
真
の
成
功
要

因
か
も
し
れ
な
い
。

→
子
ど
も
た
ち
の
参
画
を
見

事
に
仕
組
み
化
し
た
。

　
種
苗•

造
園
関
係
者
等
の
事

業
者
に
も
声
を
か
け
た
。
一
般

的
に
、
利
害
関
係
者
が
多
い
ほ

ど
調
整
は
難
し
く
な
る
が
、「
派

生
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
大
手
企

業
で
は
な
く
亘
理
町
の
事
業
者

に
担
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
あ
え
て

輪
に
入
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

　
も
ち
ろ
ん
地
域
住
民
と
の
連

携
も
忘
れ
て
い
な
い
。
事
務
局

長
の
松
島
さ
ん
や
長
期
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
現
地
に
入
る

大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン

よ
り
地
に
足
の

つ
い
た
計
画
を

官
の
計
画
を

民
が
実
行

話
し
な
が
ら
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
続
け
た
。
震
災
直
後
、
自

治
体
に
は
大
手
企
業
な
ど
か
ら

も
多
く
の
提
案
が
寄
せ
ら
れ
た

が
、
着
地
点
を
見
つ
け
る
ま
で

対
話
を
続
け
た
の
が
、
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
委
員
会
だ
っ

た
と
い
う
。

　　
多
く
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
が

頭
を
悩
ま
せ
る
の
が
、
住
民
の

❶❷グランドデザインの策定を担うエリア。震災前（２００７年６月）と震災後（２０１１年１０月） ※東北建設協会ご提供写真❸防潮林が予定されているエリア

❹子どもたちが亘理町をテーマに作ったカルタ。「く」の読み札には、防潮林を形成していたクロマツへの思いがあった。❺わたりグリーンベルトプロジェクト　事務局長の松島宏佑さん

参
画
方
法
だ
。「
住
民
中
心
」

を
う
た
う
か
ら
に
は
一
人
で
も

多
く
の
住
民
に
参
画
し
て
ほ
し

い
が
、
そ
の
方
法
に
頭
を
悩
ま

せ
る
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
様
々

な
立
場
の
住
民
が
参
画
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
種
と
り
や
植
樹

と
い
っ
た
防
潮
林
づ
く
り
は
、

小
学
校
の
「
地
域
学
習
」
や

「
防
災
学
習
」
の
授
業
に
組
み
込

ま
れ
て
い
る
。
町
の
将
来
を
担

う
立
場
で
あ
る
も
の
の
、
参
画

が
難
し
い
と
さ
れ
て
き
た
→

様
々
な
立
場
か
ら

参
画
で
き
る
仕
組
み

住民参加型まちづくり防潮林再生プロジェクト
防潮林の再生を通じて亘理町のまちづくりを考える「わたりグリーンベルトプロジェクト」が本格始動している。

「住民中心」「住民起点」をうたうまちづくりプロジェクトは多いが、なかでも亘理町は、
対立しがちな行政と町民が一体となってプロジェクトを進めている。一体、成功要因はどこにあるのだろうか。

宮城県亘理町「わたりグリーンベルトプロジェクト」に学ぶ

プロジェクト内容は自治体と

対話しながら作成。町単位

で実現できる夢を模索した。

町という単位で
実現できる、
「地に足のついた夢」

亘理町震災復興計画事業の

一つである「町（主に沿岸部）

のグランドデザイン策定」活

動を、民が推進するという役

割分担ができた。

官の計画を
民が実行

防潮林のベースとなる苗木作

りを授 業に組み込んだ。ま

た事業者などの「利害関係者」

にもあえて門戸を開き、様々

な立場からまちづくりを推進

できる仕組みをつくった。

“みんな”を
巻き込む
仕組みづくり

1

2

3
2011

2012

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

2013

2014

2015

…

2021

わたりグリーンプロジェクトの大きな流れ（2011〜2012）

計画策定年月 苗木づくり・植樹・管理

（
3
年
間
）
苗
木
づ
く
り
→
植
樹
→
管
理

（
2
年
間
）
苗
木
づ
く
り
→
植
樹
→
管
理

そ
れ
以
降
も

（
3
年
間
）
苗
木
づ
く
り
→
植
樹
→
管
理

防潮林観察会※1

★4/28(土）
★6/9(土）
★★4/28(土）

計画算定
ワークショップ※2
★7/28(土）
★8/18(土）
★9/8(土）

完成

特集

町内のすべての皆さんに喜ばれる防潮防風林を作

れたら、最高の後継者へのおくりものと思います。

（70 代男性）

想い出の集積地。後世の人たちが、自分たちの祖

先がどのような想いをもってつくったものなのかが

わかるようにしたい。(20 代女性 )

嫌な時でもいけば楽しくなる、また行きたくなるよ

うな森。(70 代女性 )

津波の勢いを抑えてくれる防風林。 夏涼しく、又雪

を塞いでくれるような防風林。 自然と共存できる

防風林。休息しやすい防風林。(40 代男性 )

小さなこども達の声がいつも聞こえるような、楽し

い公園のような場所ができて欲しい (60 代女性 )

ワークショップで出た住民たちの思い

※第１回目ワークショップの報告書
「皆が想像する未来の防潮林」より抜粋。

「みんなでこせっぺ！おらほの森」第１回ワークショッ

プの様子。沿岸部や林の様子を観察したのち、グルー

プに分かれて防潮林の思い出などを話し合った。

“みんなの
町づくり”を
実現するための

ポイント

犠牲者を慰霊するために大槌町が整備して

いる森。津波で浸水した町中心部に整備す

る計画で、鎮魂の森の域内では、町内で発

生したがれきを活用した防潮林の整備も目指

している。

森の防潮堤実現に向けた実証実験。沿岸約１

キロの公園に 2000 平方メートルになる盛り土

の丘を作り、その上に木を植えて「森の防潮堤」

を造っている。土台の一部に市内で出た流木

やコンクリート片などのがれきを使用。

宮城県岩沼市「森の防潮堤」

海岸防災林の復旧を目的とした事業。１０年

後の植栽完了を目指す。６月には「海岸林再

生キックオフ植樹」が七ケ浜町湊浜で行われ、

本年度は東松島市でも植樹を行う予定。

宮城県　「海岸林再生キックオフ植樹」

　【現在被災地で行われている他の防潮林・防潮堤プロジェクト】

震災後 震災前

❶❷

❸

❹❺

わたりちょう

岩手県大槌町「鎮魂の森」
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わ
た
り
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、「
自
治
体
と
住
民

が
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
と

し
て
ス
ポ
ッ
ト
を
浴
び
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

他
の
活
動
同
様
、、
長
期
的
活

動
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た

ば
か
り
で
は
あ
る
。
し
か
し
見

習
う
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
多
い
。

　
そ
の
１
つ
が
、
自
治
体
と
の

役
割
分
担
に
あ
る
。
一
部
の
沿

岸
地
域
に
お
い
て
、
町
の
作
成

し
た
復
興
計
画
の
具
体
化
で
あ

る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
づ
く
り

は
、「
わ
た
り
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
委
員
会
」

が
担
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
官
の

計
画
を
民
が
実
行
す
る
と
い
う

役
割
分
担
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
仙
台
か
ら
車
で
１
時
間
弱
。

人
口
約
３
万
5
千
人
（
２
０
１

０
年
）
の
の
ど
か
な
町
は
仙
台

市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
成
長

し
、
震
災
前
ま
で
人
口
は
増
加

傾
向
に
あ
っ
た
。
は
ら
す
飯
や

笹
か
ま
と
な
ら
ん
で
名
を
馳
せ

た
亘
理
町
の
い
ち
ご
は
東
北
一

の
出
荷
高
を
誇
っ
た
が
、
震
災

に
よ
る
津
波
の
影
響
で
農
場
の

94
％
が
浸
水
、
再
建
の
目
途
が

立
た
な
い
農
家
も
多
い
と
い
う
。

　
こ
こ
亘
理
町
で
進
め
ら
れ
て

い
る
「
わ
た
り
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
住
民

や
地
元
の
事
業
者
、
ま
た
地
元

出
身
の
大
学
生
等
で
構
成
さ
れ

る
「
わ
た
り
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
運
営
委
員
会
」
が
主
催
す

る
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

主
に
２
つ
の
活
動
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

　
１
つ
は
、
津
波
で
な
ぎ
倒
さ

れ
た
町
南
部
の
防
潮
林
を
再
生

さ
せ
る
こ
と
。
伊
達
政
宗
の
時

代
に
作
ら
れ
て
以
降
、
津
波
、

高
潮
、
飛
砂
、
潮
風
等
か
ら
住

民
を
守
っ
て
き
た
防
潮
林
の
復

活
を
目
指
し
、
現
在
は
そ
の

ベ
ー
ス
と
な
る
苗
木
を
つ
く
っ
て

い
る
。
４
万
個
の
苗
ポ
ッ
ト
を

を
作
り
、
２
０
１
４
年
頃
か
ら

の
植
林
を
目
指
し
て
い
る
。

　
も
う
１
つ
は
、
主
に
沿
岸
部

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定

す
る
こ
と
で
、
こ
の
活
動
は
亘

理
町
震
災
復
興
計
画
事
業
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
対
象
エ

リ
ア
は
防
潮
林
や
そ
の
周
辺
に

あ
る
沿
岸
地
域
で
、「
み
ん
な

で
こ
せ
っ
ぺ
！
お
ら
ほ
の
森
」

（
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！
私
た
ち

の
森
）
と
題
し
た
全
５
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
策

定
さ
れ
る
。

　
た
だ
し
、
こ
こ
で
言
う

「
民
」
は
「
官
の
下
請
け
」
と

し
て
機
能
す
る
も
の
で
は
な
い
。

震
災
前
は
１
０
０
億
円
程
度

だ
っ
た
亘
理
町
の
年
間
予
算
規

模
は
復
興
の
た
め
に
６
０
７
億

円
に
ま
で
跳
ね
上
が
っ
て
い
る
も

の
の
、
役
場
職
員
は
1
割
程
度

し
か
増
え
て
い
な
い
。「
自
治
体

の
手
が
回
り
づ
ら
い
点
を
、
民

で
あ
る
私
た
ち
が
補
完
さ
せ
て

頂
い
て
い
る
」
と
事
務
局
長
の

松
島
宏
佑
さ
ん
は
解
説
す
る
。

活
動
内
容
も
、
自
治
体
と
対

若
者
が
中
心
と
な
り
、
震
災
直

後
か
ら
頻
繁
に
家
庭
を
訪
れ
て

い
る
。
時
に
は
ヘ
ド
ロ
撤
去
作

業
を
手
伝
い
な
が
ら
人
間
関
係

を
構
築
し
て
お
り
、
こ
れ
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
強
固
な
基
盤
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　
抱
え
て
い
る
課
題
が
無
い
わ
け

で
は
な
い
。
現
在
の
復
興
計
画

を
遂
行
す
る
に
は
、
一
部
の
土
地

を
町
民
か
ら
提
供
し
て
も
ら
わ

ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
交
渉
と
予

算
の
確
保
は
急
務
だ
。
さ
ら
に

防
潮
林
が
完
成
し
て
も
、
こ
れ

ま
で
管
理
を
担
っ
て
き
た
集
落
は

も
う
な
く
、
新
た
な
担
い
手
の

発
掘
が
必
要
に
な
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
起
人
で
地

元
の
住
民
お
よ
び
事
業
者
で
あ

る
加
藤
登
さ
ん
は
「
現
実
を
見

据
え
て
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
解
決

し
た
い
」
と
い
う
。「
復
興
」
と

い
う
枠
組
み
に
お
い
て
は
大
き

な
夢
を
語
り
た
く
な
る
が
、
あ

く
ま
で
「
現
実
」
に
即
し
た
行

動
が
必
要
だ
と
い
う
。

「
震
災
直
後
、
町
に
提
案
さ
れ
た

復
興
計
画
の
多
く
に
は
、
大
き

な
ビ
ジ
ョ
ン
が
描
か
れ
て
い
た
ら

し
い
。
で
も
私
た
ち
は
、
町
と
い

う
単
位
で
実
現
で
き
る 

”現
実

的
な
案
“を
考
え
続
け
た
。」

　
提
案
書
を
最
初
に
町
に
提
出

し
た
の
は
昨
年
だ
が
、
自
治
体

と
一
緒
に
動
け
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
今
年
の
４
月
く
ら
い
か
ら
。

ま
さ
に
「
我
慢
比
べ
」
と
言
え

る
が
、
現
実
を
見
据
え
「
地
に

足
の
つ
い
た
夢
」
を
描
き
続
け

る
姿
勢
こ
そ
が
、
真
の
成
功
要

因
か
も
し
れ
な
い
。

→
子
ど
も
た
ち
の
参
画
を
見

事
に
仕
組
み
化
し
た
。

　
種
苗•

造
園
関
係
者
等
の
事

業
者
に
も
声
を
か
け
た
。
一
般

的
に
、
利
害
関
係
者
が
多
い
ほ

ど
調
整
は
難
し
く
な
る
が
、「
派

生
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
大
手
企

業
で
は
な
く
亘
理
町
の
事
業
者

に
担
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
あ
え
て

輪
に
入
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

　
も
ち
ろ
ん
地
域
住
民
と
の
連

携
も
忘
れ
て
い
な
い
。
事
務
局

長
の
松
島
さ
ん
や
長
期
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
現
地
に
入
る

大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン

よ
り
地
に
足
の

つ
い
た
計
画
を

官
の
計
画
を

民
が
実
行

話
し
な
が
ら
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
続
け
た
。
震
災
直
後
、
自

治
体
に
は
大
手
企
業
な
ど
か
ら

も
多
く
の
提
案
が
寄
せ
ら
れ
た

が
、
着
地
点
を
見
つ
け
る
ま
で

対
話
を
続
け
た
の
が
、
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
委
員
会
だ
っ

た
と
い
う
。

　　
多
く
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
が

頭
を
悩
ま
せ
る
の
が
、
住
民
の

❶❷グランドデザインの策定を担うエリア。震災前（２００７年６月）と震災後（２０１１年１０月） ※東北建設協会ご提供写真❸防潮林が予定されているエリア

❹子どもたちが亘理町をテーマに作ったカルタ。「く」の読み札には、防潮林を形成していたクロマツへの思いがあった。❺わたりグリーンベルトプロジェクト　事務局長の松島宏佑さん

参
画
方
法
だ
。「
住
民
中
心
」

を
う
た
う
か
ら
に
は
一
人
で
も

多
く
の
住
民
に
参
画
し
て
ほ
し

い
が
、
そ
の
方
法
に
頭
を
悩
ま

せ
る
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
様
々

な
立
場
の
住
民
が
参
画
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
種
と
り
や
植
樹

と
い
っ
た
防
潮
林
づ
く
り
は
、

小
学
校
の
「
地
域
学
習
」
や

「
防
災
学
習
」
の
授
業
に
組
み
込

ま
れ
て
い
る
。
町
の
将
来
を
担

う
立
場
で
あ
る
も
の
の
、
参
画

が
難
し
い
と
さ
れ
て
き
た
→

様
々
な
立
場
か
ら

参
画
で
き
る
仕
組
み

住民参加型まちづくり防潮林再生プロジェクト
防潮林の再生を通じて亘理町のまちづくりを考える「わたりグリーンベルトプロジェクト」が本格始動している。

「住民中心」「住民起点」をうたうまちづくりプロジェクトは多いが、なかでも亘理町は、
対立しがちな行政と町民が一体となってプロジェクトを進めている。一体、成功要因はどこにあるのだろうか。

宮城県亘理町「わたりグリーンベルトプロジェクト」に学ぶ

プロジェクト内容は自治体と

対話しながら作成。町単位

で実現できる夢を模索した。

町という単位で
実現できる、
「地に足のついた夢」

亘理町震災復興計画事業の

一つである「町（主に沿岸部）

のグランドデザイン策定」活

動を、民が推進するという役

割分担ができた。

官の計画を
民が実行

防潮林のベースとなる苗木作

りを授 業に組み込んだ。ま

た事業者などの「利害関係者」

にもあえて門戸を開き、様々

な立場からまちづくりを推進

できる仕組みをつくった。

“みんな”を
巻き込む
仕組みづくり

1

2

3
2011

2012

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

2013

2014

2015

…

2021

わたりグリーンプロジェクトの大きな流れ（2011〜2012）

計画策定年月 苗木づくり・植樹・管理

（
3
年
間
）
苗
木
づ
く
り
→
植
樹
→
管
理

（
2
年
間
）
苗
木
づ
く
り
→
植
樹
→
管
理

そ
れ
以
降
も

（
3
年
間
）
苗
木
づ
く
り
→
植
樹
→
管
理

防潮林観察会※1

★4/28(土）
★6/9(土）
★★4/28(土）

計画算定
ワークショップ※2
★7/28(土）
★8/18(土）
★9/8(土）

完成

特集

町内のすべての皆さんに喜ばれる防潮防風林を作

れたら、最高の後継者へのおくりものと思います。

（70 代男性）

想い出の集積地。後世の人たちが、自分たちの祖

先がどのような想いをもってつくったものなのかが

わかるようにしたい。(20 代女性 )

嫌な時でもいけば楽しくなる、また行きたくなるよ

うな森。(70 代女性 )

津波の勢いを抑えてくれる防風林。 夏涼しく、又雪

を塞いでくれるような防風林。 自然と共存できる

防風林。休息しやすい防風林。(40 代男性 )

小さなこども達の声がいつも聞こえるような、楽し

い公園のような場所ができて欲しい (60 代女性 )

ワークショップで出た住民たちの思い

※第１回目ワークショップの報告書
「皆が想像する未来の防潮林」より抜粋。

「みんなでこせっぺ！おらほの森」第１回ワークショッ

プの様子。沿岸部や林の様子を観察したのち、グルー

プに分かれて防潮林の思い出などを話し合った。

“みんなの
町づくり”を
実現するための

ポイント

犠牲者を慰霊するために大槌町が整備して

いる森。津波で浸水した町中心部に整備す

る計画で、鎮魂の森の域内では、町内で発

生したがれきを活用した防潮林の整備も目指

している。

森の防潮堤実現に向けた実証実験。沿岸約１

キロの公園に 2000 平方メートルになる盛り土

の丘を作り、その上に木を植えて「森の防潮堤」

を造っている。土台の一部に市内で出た流木

やコンクリート片などのがれきを使用。

宮城県岩沼市「森の防潮堤」

海岸防災林の復旧を目的とした事業。１０年

後の植栽完了を目指す。６月には「海岸林再

生キックオフ植樹」が七ケ浜町湊浜で行われ、

本年度は東松島市でも植樹を行う予定。

宮城県　「海岸林再生キックオフ植樹」

　【現在被災地で行われている他の防潮林・防潮堤プロジェクト】

震災後 震災前

❶❷

❸

❹❺

わたりちょう

岩手県大槌町「鎮魂の森」

（5） ２０１２年（平成 24 年）7 月 16 日 月曜日（復興 493 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 12 号　



　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
は
、
宮
城
県

南
三
陸
町
に
お
け
る
自
然
農
業

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
本
格
的
に

参
入
を
始
め
る
。
ま
ず
は
自
然

栽
培
の
サ
サ
ニ
シ
キ
お
よ
び
薬
草

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
化
を
環
境
事

業
を
行
う
（株）
ア
ミ
タ
持
続
可
能

経
済
研
究
所
や
地
元
農
家
と
共

に
目
指
す
。

　

畑
に
定
点
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、

田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
の
米

の
成
長
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
閲
覧
可
能
と
す
る
施
策
や
、

動
き
始
め
た
暮
ら
し
再
建
へ
の

取
り
組
み

　

災
害
公
営
住
宅
と
は
、
災
害

に
よ
り
住
宅
を
失
い
、
自
力
で

の
再
建
が
難
し
い
被
災
者
向
け

に
、
国
の
補
助
で
県
や
市
町
村

が
整
備
し
比
較
的
低
廉
な
家
賃

で
供
給
さ
れ
る
賃
貸
住
宅
の
こ

と
。
こ
れ
ま
で
に
応
急
仮
設
住

宅
等
の
供
給
は
お
お
よ
そ
完
了

し
た
と
み
ら
れ
て
お
り
、
今
後

は
恒
久
的
な
住
居
環
境
に
対
す

る
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。
岩
手

県
は
釜
石
市
の
１
２
６
戸
を
始

　

岩
手
県
釜
石
市
で
６
月
14
日
、
県
内
第
１
号
と
な
る
災
害
公
営
住
宅
が
着
工
し
た
。
平
田
地
区

の
旧
釜
石
商
業
高
校
跡
地
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
７
階
建
て
を
２
０
１
３
年
秋
に
完
成
予
定
。
全

１
２
６
戸
の
う
ち
６
戸
を
車
い
す
対
応
と
す
る
な
ど
、
障
害
者
や
高
齢
者
の
入
居
者
に
も
配
慮
し

た
設
計
と
な
っ
て
い
る
。
各
県
の
災
害
公
営
住
宅
に
対
す
る
取
り
組
み
の
現
状
と
今
後
を
探
っ
た
。

め
と
し
て
２
０
１
５
年
度
ま
で

に
県
全
体
で
約
５
３
０
０
戸
を

整
備
す
る
予
定
だ
。

　

宮
城
県
で
は
仙
台
市
な
ど
５

市
４
町
の
１
６
１
７
戸
に
つ
い

て
事
業
着
手
済
み
。
２
０
１
５

年
ま
で
に
県
全
体
で
約
１
５
０

０
０
戸
を
整
備
す
る
予
定
だ
。

ま
た
、
福
島
県
で
は
原
発
警
戒

地
域
内
の
住
民
向
け
に
整
備
を

急
ぐ
ほ
か
、
相
馬
市
、
南
相
馬

市
、
い
わ
き
市
、
新
地
町
な
ど

の
市
町
村
が
具
体
的
に
動
き
出

し
て
い
る
。

　

岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
3
県

災
害
公
営
住
宅
供
給
の
取
り
組
み

ド
コ
モ 

南
三
陸
で
農
業
支
援

地
元
農
家
と
協
業
し
情
報
発
信

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、

暮
ら
し
の
再
建
支
援
を

す
べ
て
で
復
興
計
画
は
策
定
さ

れ
て
お
り
、
岩
手
、
宮
城
は
そ

の
中
で
住
宅
復
興
に
関
す
る
基

本
方
針
、
供
給
計
画
も
提
示
し

て
い
る
。
掲
げ
て
い
る
基
本
方

針
は
安
心
・
安
全
を
第
一
に
、

高
齢
者
、
子
育
て
支
援
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
環
境
へ
の
配
慮

等
、
共
通
し
て
い
る
項
目
も
多

く
、
各
自
治
体
が
お
互
い
に
良

い
取
り
組
み
を
積
極
的
に
「
真

似
し
合
う
」
姿
勢
も
重
要
だ
。

高
齢
者
が
お
互
い
見
守
り
合
う

「
相
馬
井
戸
端
長
屋
」

　

高
齢
者
支
援
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
構
築
の
先
進
事
例
と
し

て
は
、
福
島
県
相
馬
市
の
「
相

馬
井
戸
端
長
屋
」
が
あ
げ
ら
れ

る
。
同
市
は
整
備
を
進
め
て
い

る
長
屋
の
う
ち
、
１
つ
を
市
内

に
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
工
場
を
持

つ
ア
メ
リ
カ
科
学
最
大
手
ダ

ウ
・
ケ
ミ
カ
ル
社
か
ら
寄
贈
を

受
け
、
馬
場
野
山
田
地
区
に
て

昨
年
９
月
に
着
工
。
今
年
５
月

に
竣
工
し
、
入
居
が
始
ま
っ
て

い
る
。

　

こ
の
長
屋
は
12
世
帯
全
館
バ

リ
ア
フ
リ
ー
。
そ
れ
ぞ
れ
に
ト

イ
レ
と
風
呂
と
台
所
を
備
え
る

が
、
昔
の
長
屋
生
活
が
井
戸
を

共
用
し
て
い
た
よ
う
に
、
洗
濯

機
を
共
有
ス
ペ
ー
ス
に
３
台
置

い
て
共
同
で
使
用
す
る
ほ
か
、

食
堂
を
大
き
め
に
作
り
、
一
日

に
一
回
は
入
居
者
が
全
員
集

ま
っ
て
同
じ
食
事
を
と
っ
て
も

ら
う
な
ど
、
入
居
者
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
会
を
作
り

出
し
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
入

居
者
に
高
齢
者
が
多
く
、
お
互

い
に
見
守
り
あ
っ
て
、
共
助
の

精
神
で
老
後
を
過
ご
す
場
所
と

し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
。

　

着
工
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
、
入
居
に
関
す
る
意
向
を
踏

ま
え
様
々
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

も
行
っ
た
。
そ
の
結
果
今
後
要

介
護
状
態
と
な
る
高
齢
者
の
増

加
に
備
え
る
た
め
、
最
初
か
ら

要
介
護
者
に
入
居
し
て
も
ら
い
、

介
護
ヘ
ル
パ
ー
や
関
連
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
連
携
し
た
体
制
で
、
先

を
見
据
え
た
運
営
を
し
て
い
る
。

進
捗
の
見
え
る
化
と 

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
連
続
性
が
カ
ギ

　

災
害
公
営
住
宅
の
取
り
組
み

は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ

り
、
応
急
仮
設
住
宅
等
の
入
居

者
が
移
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で

に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
を
要
す

る
。
長
期
化
す
る
仮
設
住
宅
で

の
暮
ら
し
を
ど
う
支
援
す
る
か

が
課
題
だ
。

　

岩
手
と
宮
城
の
両
県
は
、
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
復
興
公
営
住

宅
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
、
建

設
候
補
地
、
事
業
主
体
、
戸
数

等
を
公
開
し
て
い
る
。
建
設
地

の
地
図
の
リ
ン
ク
や
、
計
画
概

要
、「
設
計
中
」「
建
設
中
」
等
、

物
件
ご
と
の
進
捗
状
況
一
覧
を

誰
で
も
閲
覧
で
き
る
。
こ
の
よ

う
に
住
宅
再
建
に
向
け
た
各
種

取
り
組
み
の
進
捗
を
見
え
る
化

す
る
な
ど
、
引
き
続
き
住
民
に

オ
ー
プ
ン
な
情
報
提
供
が
求
め

ら
れ
る
。

各自治体ホームページより作成　※福島県は区域再編や「仮の町」構想の関係で、全体の数字は今後の確定となる。

トウキの苗の植え付けの様子

生
息
す
る
動
植
物
や
自
然
の
写

真
を
携
帯
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て

配
信
す
る
施
策
な
ど
を
予
定
。

消
費
者
が
都
会
に
居
な
が
ら
も

地
域
を
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
し
、
フ
ァ
ン
の
獲
得

を
目
指
す
。

　

ま
た
薬
草
に
お
い
て
は
、
ア

ミ
タ
社
が
被
災
者
5
名
を
雇
用

し
栽
培
を
開
始
し
た
「
ト
ウ

キ
」
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

く
。
7
月
18
日
に
は
、
ト
ウ
キ

を
使
っ
た
パ
ン
の
試
食
会
を
行

う
予
定
。

　

現
地
か
ら
の
情
報
の
配
信
は
、

同
社
が
こ
れ
ま
で
本
業
に
て
培
っ

て
き
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
す
る
。
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
式
の
端
末
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
Ｉ
Ｔ
機
器
に
不
慣
れ

な
生
産
者
か
ら
の
情
報
発
信
を

容
易
に
す
る
狙
い
。
ま
た
徳
島

県
上
勝
町
で
高
齢
者
が
行
う

「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
お
い
て

も
同
社
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
活
用
さ

れ
て
お
り
、
高
齢
者
で
も
活
用

で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
ノ
ウ
ハ

ウ
を
今
回
も
活
用
し
て
い
く
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
昨
年
12

月
に
同
社
が
立
ち
上
げ
た
「
東

北
復
興
新
生
支
援
室
」
の
活
動

の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
。
こ

れ
ま
で
に
同
社
は
、
震
災
復
興

に
向
け
て
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
が
、

「
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

の
創
造
」
と
し
て
、

初
め
て
の
取
り
組

み
と
な
る
。
通
信

業
か
ら
、
総
合

サ
ー
ビ
ス
業
へ
の
変

革
を
目
指
す
同
社
、

「
こ
こ
で
得
た
ノ
ウ

ハ
ウ
は
良
い
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
な
る
。

長
期
的
か
つ
広
く

日
本
全
国
へ
と
展

開
を
し
て
い
く
試

金
石
と
し
て
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
」（
同
室
）
と

し
て
い
る
。

　

ま
た
応
急
仮
設
住
宅
か
ら
の

移
行
を
ど
う
進
め
る
か
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
例
え
ば
仮
設

住
宅
の
中
で
は
震
災
後
に
新
た

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
い
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
こ
で
の
人
間

関
係
や
生
活
環
境
、
各
種
支
援

が
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。
現
地
の

状
況
を
汲
み
取
る
た
め
、
市
町

村
、
県
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
役
割
分

担
を
し
て
、
仮
設
住
宅
か
ら
復

興
住
宅
へ
の
連
続
性
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
体
制
も
必
要
だ
ろ
う
。

岩手県 宮城県
計画資料名称 岩手県住宅復興の基本方針 宮城県復興住宅計画

整備予定戸数 5,339戸 約15,000戸

整備期間 2011年度～2015 年度（基盤復興期間）
2016 年度～2018 年度（本格復興期間） 2011年度～2015 年度

着手戸数 293戸（進捗率：約 5.5％）
※7月10日現在　戸数は用地取得済案件の総数（県ホームページより） ※7月4日現在　戸数は計画戸数の総数（県ホームページより）

1,617戸（進捗率：約11％）

1）防災性・耐久性を高める住まいづくり
2）ひとにやさしい住まいづくり
3）多様なニーズや地域性に配慮した住まいづくり
4）環境に配慮した住まいづくり
5）福祉部局等との連携

1）安全・安心な住まい
2）住民が中心となるまちづくり、住まいづくり
3）官民の連携と地域産業復興
4）新たな住まい方と多様な住まい方
5）新しい技術の導入

基本方針

①入居者の世帯構成への配慮、多様な住宅の供給
②設計及び建設システムの標準化、整備期間の短縮
③災害復興公営住宅用地の確保
④民間活力の活用
⑤木造公営住宅の整備
⑥集合場所等の整備
⑦コミュニティへの配慮
⑧入居者の負担軽減
⑨地域のまちづくりと連携

①少子高齢化社会に対応した住まいづくり
②まちづくり計画との連動
③地域コミュニティの維持を図るための取り組み
④住民の意向や再建に向けた取り組みへの環境
⑤地域復興・地域産業に配慮した整備
⑥地域特性・地域環境に配慮した整備
⑦基本性能の確保と環境負荷の低減
⑧先導的モデルの取り組み

整備に
向けての
対策

一般社団法人ワカツク
〒980-0023　仙台市青葉区北目町 4-7　HSG ビル 4 階
TEL ： 022-721-6180    FAX ： 022-721-6181  E-mail : info@wakatsuku.jp
http://www.wakatsuku.jp/

www.tohoku1000.jp

プロジェクト掲載のお問い合わせはWEBから

[ 概 要 ]  復興支援活動中の企業・団体様の情報発信・広報活動ツール
[ 費 用 ]  活動内容の掲載料は無料　（ご希望の団体様はお問い合わせください）
[ 特徴1 ]  東日本大震災関連の復興支援プロジェクト ( ボランティア・営利活動問わず ) を掲載
[ 特徴2 ]  プロジェクトを詳しく紹介（活動内容、プロジェクトの魅力、メンバー紹介、代表者一言）
[ 特徴3 ]  活動テーマ、活動地域、応援ランキング、認定バッジ、フリーワードでの検索が可能
[ 特徴4 ]  「応援するボタン」でプロジェクトを気軽に応援！ Facebook や Twitter とも連携
[ 目 標 ]  各団体と連携をしながら、2年以内に 1000 個のプロジェクトを掲載

ポータルサイトがオープンしました

２０１２年（平成 24 年）7 月 16 日 月曜日（復興 493 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 12 号　 （6）



ロ
ー
カ
ル
線
と
被
災
地
の
復
興
［
上
］

度
の
マ
イ
ナ
ス
２
千
万
円
で
収

ま
っ
た
。

　

ひ
と
え
に
経
営
努
力
の
産
物

と
言
え
る
。
こ
れ
ら
数
々
の
ア

イ
デ
ア
は
社
員
か
ら
提
案
さ
れ
、

実
現
し
た
と
い
う
。「
自
分
の

食
い
ぶ
ち
は
自
分
で
稼
ぐ
よ
う

に
言
っ
て
い
る
ん
で
す
」
と
望

月
社
長
は
こ
と
も
な
げ
に
話
す

が
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
当
事

者
意
識
の
強
さ
と
、
そ
れ
を
受

け
入
れ
る
企
業
の
体
質
が
あ
っ

て
初
め
て
実
現
す
る
こ
と
だ
。

会
社
と
し
て
一
枚
岩
に
な
っ
て
い

ス
約
２
億
２
千
万
円
と
な
っ
た
。

そ
の
ま
ま
で
は
望
月
社
長
の
マ

イ
ナ
ス
１
・
５
億
円
の
予
想
を

上
回
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
だ
が
、

実
際
は
、
そ
う
は
な
ら
な
か
っ

た
。
乗
車
券
の
通
信
販
売
で
１

４
０
０
万
円
、
津
波
で
損
傷
し

た
レ
ー
ル
を
切
り

分
け
た
「
復
興
祈

願
被
災
レ
ー
ル
」

の
販
売
で
２
４
０

０
万
円
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
の
販
売

で
１
５
０
０
万
円
、

企
業
や
自
治
体
向

け
に
被
災
地
フ
ロ

ン
ト
ラ
イ
ン
研
修

の
企
画
実
行
で
１

千
万
円
な
ど
、
そ

の
他
の
関
連
事
業

の
売
上
が
伸
び
た
。

同
時
に
経
常
経
費

を
１
億
円
近
く
下

げ
た
こ
と
も
あ
り
、

結
果
的
に
は
前
年

　

三
陸
鉄
道
株
式
会
社
（
社

長
・
望
月
正
彦
）
は
、
４
月

に
田
野
畑
～
陸
中
野
田
間
を

復
旧
。
こ
れ
で
久
慈
～
田
野

畑
間
が
繋
が
り
、
全
１
０

７
・
６
㎞
の
う
ち
、
お
よ
そ

61
㎞
が
つ
な
が
っ
た
。
再
来

年
の
14
年
４
月
に
は
全
線
復

旧
を
予
定
。
復
旧
に
必
要
と

な
る
１
０
０
億
円
を
越
え
る

費
用
は
、
国
が
負
担
し
、
復

旧
の
道
筋
が
つ
い
て
い
る
同

社
だ
が
、
目
下
の
会
社
経
営

に
は
課
題
が
残
る
。

　

三
陸
鉄
道
は
、
株
式
の

48
％
を
岩
手
県
が
、
19
・

３
％
を
沿
線
の
市
町
村
が
持

つ
と
い
う
、
公
共
性
を
持
つ

第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
公

共
交
通
を
安
心
・
安
全
か
つ

安
定
的
に
運
営
す
る
責
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で

株
式
会
社
、
つ
ま
り
営
利
団
体

と
し
て
の
側
面
を
持
つ
。
中
・

長
期
的
視
点
か
ら
被
災
路
線
の

復
旧
を
急
ぎ
つ
つ
も
、
短
期
的

に
は
今
年
の
経
営
を
い
か
に
や

り
く
り
し
て
い
く
か
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
収
入

の
基
盤
と
な
る
運
輸
収
入
は
当

然
落
ち
込
む
こ
と
が
見
込
ま
れ
、

「(

前
年
か
ら)

１
・
５
億
円
は

マ
イ
ナ
ス
に
な
る
だ
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
」
と
望
月
社
長
は
当

時
を
振
り
返
る
。

　

震
災
後
の
１
年
間
（
２
０
１

１
年
度
）
の
輸
送
人
員
は
前
年

の
年
間
85
万
人
か
ら
30
万
人
弱

ま
で
下
が
り
、
運
輸
収
入
は
１

億
円
弱
と
前
年
度
か
ら
マ
イ
ナ

挑
む
三
陸
鉄
道

社
員
の
知
恵
で
、
想
定
赤
字
を
１
億
円
以
上
圧
縮

　

被
災
地
に
求
め
ら
れ
る
「
復

興
ま
ち
づ
く
り
」。
今
後
の
災

害
を
想
定
し
つ
つ
、
元
の
場
所

で
復
旧
か
、
高
台
へ
の
移
転
か

を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
主
体
と

な
っ
て
決
め
る
必
要
が
あ
る
。

官
民
お
よ
び
住
民
同
士
の
合
意

形
成
や
将
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

復
興
に
向
け
た
、
課
題
と
対
策

を
考
察
す
る
。

　

市
町
村
別
の
復
興
計
画
は
昨

年
末
に
策
定
が
済
ん
で
い
る
。

こ
の
内
容
を
住
民
と
共
有
し
、

本
音
で
議
論
し
、
今
年
度
中
を

目
指
し
て
地
域
復
興
計
画
を
確

定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
現
実
に
は
、
行
政
職

員
の
数
が
足
ら
ず
、
情
報
共
有

や
意
見
の
す
り
合
わ
せ
が
十
分

で
は
な
い
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
漁
民
・
商
業
者
は
元
の

場
所
に
戻
り
た
い
、
一
般
住
民

は
高
台
に
移
転
し
た
い
と
い
う

住
民
同
士
の
意
見
の
違
い
も
あ

る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
住
民
が

望
ま
な
い
方
向
に
復
興
計
画
が

進
み
、
住
民
流
出
が
加
速
す
る

結
果
と
な
り
か
ね
な
い
。
す
で

に
数
千
人
単
位
で
の
人
口
流
出

が
進
ん
で
い
る
地
域
も
あ
る
。

そ
う
し
た
事
態
が
顕
在
化
す
れ

ば
、
ま
ち
の
復
旧
す
ら
も
ま
ま

な
ら
ず
、
産
業
再
生
、
教
育
、

医
療
な
ど	

個
別
テ
ー
マ
の
支
援

は
ほ
と
ん
ど
無
意
味
と
な
っ
て

し
ま
う
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る

に
は
、「
外
部
人
材
に
よ
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
」
と
「
コ
ミ
ュ
ニ

復
興
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
課
題
と
対
策

外
部
専
門
家
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
向
け
財
源
の
整
備
を

分  析

テ
ィ
に
と
っ
て
使
い
勝
手
の
よ
い

財
源
」
の
二
つ
が
要
件
と
な
る

だ
ろ
う
。
行
政
と
住
民
だ
け
で

は
対
立
構
造
が
続
く
が
、
外
部

専
門
家
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

間
に
入
る
こ
と
で
、
建
設
的
・

論
理
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
両
者
が
と
る
事
が
で
き
る
。

国
土
交
通
省
は
「
復
興
ま
ち
づ

く
り
人
材
バ
ン
ク
」
で
専
門
家

を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、

阪
神
・
中
越
で
活
躍
し
た
専
門

家
を
派
遣
す
る
民
間
組
織
も
あ

る
。
ま
た
、
内
閣
官
房
の
地
域

づ
く
り
支
援
事
業
や
交
付
金
に

お
け
る
効
果
促
進
事
業
な
ど
資

金
の
手
当
も
つ
い
て
い
る
。
被

災
市
町
村
に
は
、
外
部
専
門
家

を
受
け
入
れ
る
仕
組
み
を
整
え

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

一
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
興
に

お
い
て
は
、
適
切
な
財
源
確
保

が
効
果
的
だ
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

復
興
は
①
復
興
を
熟
議
す
る
施

設
の
整
備
②
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
性
化
の
イ
ベ
ン
ト
実
施

③
自
律
的
復
興
の
た
め
の
プ
ラ

ン
策
定
、
と
い
っ
た
順
番
で
進

む
が
、
そ
れ
ぞ
れ
で
10
～
１
０

０
万
円
程
度
の
費
用
が
必
要
と

な
る
。
現
在
、
民
間
資
金
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
み
に
流
れ
、
公
的
資
金

は
市
町
村
の
公
的
設
備
復
旧
に

使
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
向
け
の
適
切
な

財
源
が
な
い
状
況
で
あ
る
。
中

越
の
復
興
で
役
割
を
果
た
し
た
、

民
間
に
開
か
れ
た
復
興
基
金
な

ど
、
同
様
の
仕
組
み
が
今
求
め

限定発売された「復興祈願被災レール」。長
さ 10 センチ（５万円）と５センチ（３万円）
の２種類で、一晩で各１００個を完売した。

三陸鉄道グッズの看板商品の一つ「赤字
せんべい」。自虐的ともいえるネーミン
グが面白い。

ら
れ
て
い
る
。

（
文
／
藤
沢
烈
・
Ｒ
Ｃ
Ｆ
復
興

支
援
チ
ー
ム
）

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か

し
、
一
方
で
「
こ
う
い
っ
た
収
益

は
一
種
の
特
需
の
よ
う
な
面
も

あ
り
ま
す
」
と
氏
は
懸
念
す
る
。

今
回
の
よ
う
な
「
サ
イ
ド
ビ
ジ

ネ
ス
」
が
長
く
続
く
と
は
思
っ

て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
５
年
先
、

10
年
先
を
見
て
本
来
の
「
輸

送
」
を
ど
う
立
て
直
す
か
が
鍵

に
な
る
。
望
月
社
長
は
、
本
業

の
立
て
直
し
、
そ
し
て
、
そ
の

過
程
で
ロ
ー
カ
ル
線
と
し
て
果

た
す
べ
き
役
割
に
深
く
思
い
を

め
ぐ
ら
せ
て
い
る
。

課  題
官民・住民同士の合意形成

復興まちづくりの課題と解決のための要件

・行政職員の不足
・官民間の情報共有が不十分
・住民間でも
 世代や職業によって異なる意見

解決のための要件
外部人材コーディネート

・住民同意に向けた協議会を設立

・外部専門家 / コンサルタントが
 行政と住民の間に入ることで、
 建設的・論理的なコミュニケー
 ションが可能

・民間資金は外部ＮＰＯへの支援
 に、公的資金は公的設備復旧に

・住民・地域コミュニティ向けの
 資金は3-4 年後に必要となるが、
 その頃の財源が未確保

地域コミュニティ向けの財源 長期的・使い勝手の良い財源整備
・中越では復興基金を活用し、
 10 年間でコミュニティ・ソフト
 面での様々な支援事業を実施
・同様の仕組みを今回の
 震災復興でも導入することが
 必要

南
リ
ア
ス
線

J
R
八
戸
線

J
R
岩
泉
線

J
R
山
田
線

久慈久慈

宮古宮古

釡石釡石

盛盛

平田平田

唐丹唐丹

陸前赤崎陸前赤崎
綾里綾里

恋し浜恋し浜
甫嶺甫嶺

吉浜吉浜

三陸三陸

陸中宇部陸中宇部

陸中野田陸中野田
野田玉川野田玉川

堀内堀内
白井海岸白井海岸

替代替代

田野畑田野畑
鳥越鳥越

小本小本

摂待摂待
田老田老

佐羽根佐羽根

山口団地駅山口団地駅
一の渡一の渡

JR山田線

JR釡石線

JR大船渡線

盛～吉浜間不通
2013年4月再開予定

釡石～吉浜間不通

田野畑駅
田野畑～小本間は現在連絡バスで輸送している

陸中野田～野田玉川間を走る三陸鉄道

2014年4月再開予定

北
リ
ア
ス
線

田野畑～小本間不通
2014年4月再開予定

※三陸鉄道 　岩手県内の沿岸部をつ
なぐ第三セクターのローカル鉄道。
久慈駅から宮古駅の 71 ㎞をつなぐ
北リアス線と、釜石と駅と盛駅の
36・６㎞をつなぐ南リアス線を運営
する。東日本大震災のわずか５日後
に被災が少なかった久慈～陸中野田
間、１週間後には田老～宮古間を走
らせた。
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●第３４回　ふくしま花火大会
「復興元年」今年も福島の夏の夜空に「百

花繚乱」花火の花が咲き誇ります。「元気」

「笑顔」を届ける花火をお楽しみください。

震災復興祈願、厄払いのための縁起花火

も実施。【スケジュール】７月２８日（土）

１９：３０～２０：４０（荒天・増水の場

合は２９日（日）に実施）【場所】信夫ヶ

丘緑地公園（阿武隈川・松川合流点）【問

い合わせ】ふくしま花火大会実行委員会

(福島市商業労政課 )	℡：０２４（５２５）

３７２０、当日の実施の有無の問い合わせ

は℡：０１８０（９９）３５９０まで【Ｈ

Ｐ】http://www.hanabi-da.jp/

●南三陸町　福興市
地元名産の海産物や農産品を中心とした物

産テント、飲食ブースの他、全国各地から

の応援ブースもところ狭しと立ち並び、町

の復興を目指して元気に市場を開催。ス

テージでの多彩なイベントをはじめ、大福

引大会や恒例の福まきも行う。【日時】毎

月最終日曜日（次回は第１６回、７月２９

日（日））【入場料】無料【場所】南三陸さ

んさん商店街特設会場【問い合わせ】福興

市実行委員会事務局℡：０９０（７０７７）

２ ５ ５ ０【 Ｈ Ｐ 】http://fukkouichi-

minamisanriku.jp/about/about.html

※イベント情報随時募集しています。
掲載ご希望の方は press@h-u-g.jp まで。

６月 30 日に岩手県大槌町で「ありがとうロックフェスティバル」開催。３ヵ所の特設会場で
ロックバンドの演奏、郷土芸能の虎舞（とらまい）、うに祭りで熱く盛り上がった。虎舞、跳ねる！

●
情
報
募
集

東
北
復
興
新
聞
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
で
は

よ
り
多
く
の
情
報
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
復
興
に
携
わ
る
皆
さ
ん

が
発
信
し
た
い
情
報
（
イ
ベ
ン

ト
・
告
知
・
募
集
な
ど
）
は
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
内
「
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
」
コ
ー
ナ
ー
ま
で
。

●
ス
タ
ッ
フ
募
集

記
者
・
ラ
イ
タ
ー
・
デ
ザ
イ
ナ
ー

を
募
集
中
で
す
。
東
北
在
住
者

歓
迎
、
経
験
不
問
。
メ
ー
ル	

info@h-u-g.jp

ま
で
。

●
お
知
ら
せ

　

復
興
、
そ
し
て
明
日
の
日
本

を
考
え
る
オ
ピ
ニ
オ
ン
サ
イ
ト

「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
」
を
開
設

し
ま
し
た
。「
灯
ろ
う
、
明
日
へ
」

で
検
索
く
だ
さ
い
。

か
わ
ら
版

農家と繊維業界が手を取り合う

東北コットン　デニム
東北コットンプロジェクト

　

津
波
の
被
害
で
、
広
大
な
土

地
に
稲
が
育
た
な
く
な
っ
て
い
た
。

耐
塩
性
の
高
い
綿
で
あ
れ
ば
塩

分
濃
度
が
高
く
な
っ
た
水
田
で

も
栽
培
で
き
る
の
で
は
と
、
ア
パ

レ
ル
会
社
な
ど
が
集
ま
り
東
北

コ
ッ
ト
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
生
ま

れ
た
。
農
家
が
綿
を
育
て
、
ア

パ
レ
ル
会
社
が
製
品
に
し
、
販

売
す
る
。
繊
維
業
界
が
継
続
で

き
る
よ
う
な
支
援
を
描

い
た
。
賛
同
し
た
協
賛

会
社
は
60
社
。
綿
生
産
、

紡
績
、
商
品
企
画
、
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野

で
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、「
米
と
同

等
に
儲
か
る
の
か
？
」

と
た
め
ら
う
農
家
の
説

得
、
個
々
の
ポ
リ
シ
ー

を
持
つ
企
業
の
調
整
な

ど
、
問
題
も
出
て
き
た
。
農
家

と
は
一
軒
一
軒
話
を
し
、「
先
祖

代
々
の
土
地
を
放
っ
て
は
お
け

な
い
」
と
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

企
業
と
は
話
し
合
い
を
重
ね
、

「
復
興
が
最
優
先
」
と
い
う
共

通
認
識
を
持
て
た
。

　

畑
を
耕
し
、
草
取
り
を
し
、

販
売
計
画
を
立
て
収
穫
を
待
っ

た
が
、
台
風
15
号
な
ど
の
影
響

で
収
穫
は
段
ボ
ー
ル
2
箱
の
み
。

１
商
品
に
最
大
５
％
し
か
東
北

コ
ッ
ト
ン
を
使
え
な
か
っ
た
。

「
ま
だ
ま
だ
試
験
段
階
。
工
夫

と
精
査
を
し
、
農
家
の
収
益
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
江
良
さ
ん
。
来
年

は
作
付
け
面
積
を
７
倍
に
し
て

臨
む
。

■
東
北
コ
ッ
ト
ン	

デ
ニ
ムSLIM

	TA-

PERED

レ
デ
ィ
ー
ス
１
４,

７
０
０
円

（
税
込
）
※
他
に
ス
ト
ー
ル
な
ど
も
有

　

東
北
コ
ッ
ト
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／

	http://www.tohokucotton.com
/	

　

始
め
た
時
は
ほ
ん
の
数
人
。
コ

ン
セ
プ
ト
を
決
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
を
申
請
し
、
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
デ
ザ
イ
ン
・
題
字
・
ウ
ェ
ブ

と
、
多
く
の
方
の
お
力
添
え
で
何

と
か
１
号
が
形
に
な
っ
た
。
そ
れ

か
ら
今
日
ま
で
、
取
材
や
執
筆
、

記
者
の
開
拓
や
資
金
集
め
、
悩

む
間
も
無
く
が
む
し
ゃ
ら
に
進
ん

で
き
た
。
お
世
話
に
な
り
支
え
て

い
た
だ
い
た
皆
様
に
、
こ
の
場
を

借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　

取
材
中
に
多
く
の
支
援
団
体
の

方
が
共
通
で
「
状
況
に
合
わ
せ
変

化
し
て
い
く
こ
と
」
の
重
要
性
を

語
ら
れ
た
。
東
北
復
興
新
聞
も

ま
た
、
今
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
る
。
一つ
が
オ
ピ
ニ
オ
ン
サ

イ
ト
「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
」。

東
北
復
興
を
越
え
て
現
在
の
日
本

全
体
が
抱
え
る
課
題
に
光
を
灯
す

よ
う
な
深
い
洞
察
の
数
々
に
、
反

響
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
も
う
一

つ
が
、
岩
手
県
の
あ
る
仮
設
住
宅

支
援
事
業
か
ら
受
託
し
た
、
住

民
向
け
新
聞
の
制
作
サ
ポ
ー
ト
だ
。

皆
で
積
み
上
げ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ

が
今
、
東
北
の
現
場
に
引
き
継
が

れ
て
い
く
こ
と
に
感
動
、
感
謝
せ

ず
に
お
れ
な
い
。

　

新
聞
を
作
り
始
め
て
、
知
っ
た

こ
と
。
三
陸
の
わ
か
め
の
美
味
し

さ
、
冬
の
朝
の
寒
さ
、
山
々
の
美

し
さ
、
人
々
の
温
か
さ
。
東
北

が
好
き
だ
！
と
、
心
か
ら
思
う
。

毎
日
現
場
で
汗
を
流
す
皆
様
に
、

今
再
び
の
最
敬
礼
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
心
新
た
に
前
を
向
い
て
行

き
た
い
。（
編
集
長
）

　

12
号
。
今
年
の
１
月

よ
り
月
２
回
発
行
し
た

本
紙
、
気
づ
け
ば
半
年

が
経
っ
た
。
１
面
の
12
の

数
字
が
感
慨
深
い
。

沿
岸
部
14
ヵ
所
で
花
火
３
万
発

８月11日

﹁
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ニ
ッ
ポ
ン
２
０
１
２
﹂

　

８
月
11
日
（
土
）、
被
災
沿

岸
部
を
計
３
万
発
の
花
火
で
彩

る
「LIGHT	UP	NIPPON

」

が
今
年
も
開
催
さ
れ
る
。

　

昨
年
８
月
、
沿
岸
各
地
で
約

４
万
人
が
花
火
を
見
上
げ
た
こ

の
催
し
を
、
覚
え
て
い
る
人
も

多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
年
の
開
催
地
は
昨
年
よ
り
増

え
14
ヵ
所
に
。（
岩
手
県
：
野
田
村
・
田

老
町
・
山
田
町
・
大
槌
町
・
釜
石
市
・
大
船
渡

市
・
陸
前
高
田
市
、
宮
城
県
：
気
仙
沼
市
・
石

巻
市
・
塩
釜
市
、
福
島
県
：
南
相
馬
市
・
広
野

町
・
い
わ
き
市
・
会
津
美
里
町
）
19
時
か
ら
、

公
式
テ
ー
マ
曲
「
赤
と
ん
ぼ
」

（
坂
本
龍
一
氏
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演

奏
）
に
合
わ
せ
て
一
斉
に
花
火

が
上
が
る
予
定
だ
。

　

花
火
が
本
来
持
っ
て
い
た

「
追
悼
」「
復
興
」
の
意
味
を
込

め
、
東
北
を
、
日
本
を
明
る
く

し
た
い
と
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

始
め
た
の
は
、
１
人
の
会
社
員
、

高
田
佳
岳
さ
ん
だ
。
昨
年
「
ま

だ
早
い
」「
不
謹
慎
だ
」
な
ど

の
反
対
も
多
い
中
で
地
道
な
対

話
を
重
ね
、
各
地
に
賛
同
・
協

力
の
輪
が
広

が
っ
た
。
そ

の
奮
闘
の
軌

跡
は
映
画
と

し
て
全
国
放

映
さ
れ
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
発

売
・
レ
ン
タ
ル
も
行
わ
れ
て
い

る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
映
像
も
見
ら
れ
る
。

　

今
年
は
、
募
金
は
も
ち
ろ
ん
、

イ
ベ
ン
ト
や
、
酒
や
浴
衣
な
ど

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
商
品
の
購

入
を
通
じ
て
全
国
か
ら
支
援
が

集
ま
る
。
復
興
に
携
わ
る
人
々

に
と
っ
て
は
、
本
イ
ベ
ン
ト
の
宣

伝
手
法
や
資
金
の
集
め
方
、

ウ
ェ
ブ
の
見
せ
方
な
ど
に
も
、

学
べ
る
と
こ
ろ
が
多
そ
う
だ
。

■LIGHT	UP	NIPPON

実
行
委
員
会
／

http://lightupnippon.jp/

昨年の「LIGHT UP NIPPON」の様子
（福島県会津美里）
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